
競輪関連データ

参考資料１



競輪の売上高・本場入場者数の推移

 競輪の２８年度の売上高は、前年度比０.６％増の約６,３５０億円（３年連続増
加）。一方、本場入場者数は、減少傾向。

 売上増加の主な要因は、ミッドナイト競輪の開催日数の増加等によるネット販売の増加。

1出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成
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（参考）ミッドナイト競輪について
 ２８年度には、１９施行者が年３３１日（前年度比約４７％増）ミッドナイト競輪を
開催し、売上は約４４１億円（前年度比約７１％増）。

 １日当たりの売上は、約１.３億円（前年度比約１６％増）。特に、民間ポータル事
業者の売上が伸びている。

 ２９年度は、２０施行者が年３５４日開催予定。

2出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成
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民間ポータル オフィシャル
①オフィシャル（１日当たり） ②民間ポータル（１日当たり）
①＋②合計（１日当たり）

開催日数 6 34 36 53 133 225 331



競輪の売上高の販路別構成の推移

 本場・場間場外・専用場外の売上高は減少の一途を辿る一方、ネット投票の売上高が
大幅増加。

 主な増加要因は、ミッドナイト競輪の開催日数・売上増加。
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競輪のグレード別売上高構成の推移
 グレード開催の売上高は全体的に減少傾向（ＧⅡの売上増加は、２開催から３開催
になったことによる）。

 ＦⅡの増加は、ミッドナイト競輪の開催日数・売上増加（昼間からの振り替えを含む）
が主要因。ミッドナイトを除くＦⅡは、日数減によって売上が減少しているものの、１日当
たりで見れば増加（約７２百万円→約７８百万円）。
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成



 ２８年度においては、普通開催（ＦⅠ・ＦⅡ）の収益率が未だ赤字ながらも改善し、
▲２％程度となっているが、グレード開催（ＧⅠ～ＧⅢ）は、やや低下し４～６％程
度となっている。

 グレード開催の売上が減少傾向にあり、収益額も減少している。

普通開催（ＦⅠ・ＦⅡ）
（１,９８７日）

ＧⅢ
（１４７日）

ＧⅡ
（１１日）

ＧⅠ
（２７日）

ＧＰ

○ＫＥＩＲＩＮグランプリ
毎年１２月３０日に行われる競輪界最高峰のレース。
その年に活躍した選手９名がチャンピオンを決める一発勝負。
○ＧⅠレース 【収益率：２７年度４.６８％

→ ２８年度４.７２％ 】
Ｓ級上位選手が参加。優勝者はＧＰ出場権を得る。
○ＧⅡレース 【収益率：２７年度５.４４％

→ ２８年度５．１４％】
優勝回数や１着獲得数などが上位のＳ級選手のみが参加。
○ＧⅢレース 【収益率：２７年度６.１５％ → ２８年度６．００％】
Ｓ級選手のみが参加。各競輪場の開設などを記念して開催される競輪。
（各競輪場が原則年１回開催）
○普通開催
【収益率：２７年度▲３.２１％ → ２８年度▲２.００％ 】
Ｓ級選手とＡ級１・２班で開催されるＦⅠレースと、
Ａ級選手のみで行われるＦⅡレースがある。

【ＫＥＩＲＩＮグランプリ２０１６】

※KEIRINグランプリは、経理処理上ＦⅠとして整理。また、ＦＩ・ＦⅡにおいては、経理処理上まとめて報告があるため、区分せず。 5

（参考）競輪のレースのグレードについて



競輪の開催日数推移

 近年の選手数の減少に伴い、開催日数は減少傾向であったものの、２７年度からは概
ね直近では横ばい。
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成



（参考）競輪選手数の推移

7出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成
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競輪施行者の営業活動収支①
 ２８年度は、４３施行者のうち、赤字は１施行者（２７年度も赤字は１施行者）。
 赤字施行者の減少要因は、昼間のＦⅡ開催の日数削減とミッドナイト競輪の日数増加
等。

8出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成

「平成２８年度速報値を集計」



 施行者全体の営業活動収支（収益の合計額）は、２４年度以降増加。
 ここ数年、赤字施行者数は減少傾向。

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成

競輪施行者の営業活動収支②

108億円
123億円 142億円

175億円 182億円

38
42

44
42 42

8
4

1 1 1
0

15

30

45

60

0

50

100

150

200

24 25 26 27 28

収支 黒字施行者 赤字施行者

単位：億円 単位：施行者数

9

年度



公営５競技の売上高の推移
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単位：兆円

年度

競輪
オートレース
中央競馬
地方競馬
競艇

中央競馬：2兆6,709億円
(前年比：103.4％)

競艇：1兆1,111億円
(前年度比：106.6％)

競輪：6,346億円
(前年度比：100.6％)

オートレース：654億円
(前年度比：96.4％)

地方競馬：4,870億円
(前年度比：113.0％)

※中央競馬については暦年。２８年度の地方競馬売上高は速報値。

近年、各公営競技は、売上が下げ止まり、増加傾向。
２８年度の増加率（前年度比）は、地方競馬（１３％）、競艇（６.６％）、中
央競馬（３.４％）、競輪（０.６％）、オートレース（▲３.６％）の順。

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成
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ギャンブル等依存症対策①
 昨年末に「ギャンブル等依存症対策関係閣僚会議」を設置。本年８月には具体的対
策を取りまとめ。相談窓口の設置、顧客に対する注意喚起、依存症者本人の申告によ
るアクセス制限、場内のＡＴＭ撤去等、着手可能な取組から順次実施している。

出所：第３回ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議（平成29年８月29日）資料を抜粋
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ギャンブル等依存症対策②

＜競輪の注意喚起・啓発用チラシ＞

＜オートレースの注意喚起標語ステッカー＞

＜公営競技共通の注意喚起・啓発用ポスター＞
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